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協賛：

計画から 成果まで： 
AI主導サステナビリティの実践
グローバル・サステナビリティ・バロメーター
主な調査結果（日本）



日本
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主な成果：昨年からの変化

N = 60

環境サステナビリティへの

コミットメントの継続的拡大

環境サステナビリティに関する役割 自社のAIのカーボンフットプリント
についての認識

2025 2024 2025 2024 2025 2024

58%
43%

57%
70%

55%

80%

サステナビリティ目標とプログ
ラム実行を維持、または強化

ITチームが、サステナビリティ
を全社的に推進し、IT部門内に

とどまらず展開

組織が、AIの環境面への影響を
考慮
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サステナビリティ主導の事業モデルにおけるAIの活用

82%

44%

N = 60

調査対象となった企業の53％が環境サステナビリティの
成果を報告しており、そのうち23％は自主的に実施して
います。また、別の13％は開示を行わずに内部で成果を

監視しています。 

AIを中核的に活用して環境サステナビリティを推進し、
意思決定に反映している企業は44%です。

日本では82%の企業は、技術とサステナビリティチーム
の間に強い連携を報告しています。

それでもわずか
13%
報告義務はないが、
サステナビリティ関
連実績を社内で管理

34%
その他

30%
サステナビリティ

報告が義務づけら

れている

23%
義務はないが、自主
的に報告
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環境サステナビリティの戦略的整合性

N = 60

87%
の企業が環境サステナビリティ

を戦略的最優先事項と評価して

います。

52%
の企業が積極的かつ一貫した

取り組みを通じて環境サステナ

ビリティを推進しています。

17%
の企業は、イノベーション、

コスト削減、長期的なレジリエ

ンスの主要な推進要因として

組み込んでいます



6

ec
os

ys
tm

.io

インパクト要因#1：ROIと事業価値の可視化
環境サステナビリティ施策の主要推進要因

N = 60
Q：サステナビリティの取り組みによって、またはその取り組みにより今後、御社が最も恩恵を受けている、もしくは受けると見込む3 つの分野はどれですか。

42% 40% 40% 40% 38%

資金調達へのアク

セス向上と、投資

家の信頼強化

顧客の期待や需要

への対応
サステナビリティ

の価値に沿った

人材の確保と定着

法的リスクや評判

リスクの回避と規

制要件への対応 

運用コストの削減

と効率性の向上
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インパクト要因#1：ROIと事業価値の可視化

43% 57%

N = 60

の企業は、最大の障壁として、明確な投資収益率（ROI)
の欠如と影響の測定の難しさを挙げています。

の昨年環境サステナビリティ施策を加速させた企業は、

より強力なビジネスケース、明確なROI、そして新たな
収益機会につながりました。
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インパクト要因#2：エコシステムとの連携 
環境サステナビリティの実行に影響を与える主要なステークホルダー

N = 60
Q: 組織内でサステナビリティに関するポリシーと実践を推進する影響力のある上位 3 名は誰ですか？

サプライチェー
ンのパートナー

銀行／クレジッ
ト提供事業者

お客様 投資家/株主 保険会社 格付け機関

43% 38% 37% 35% 32% 28%
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戦略と人材の整合性

N = 60
モデル 社が複数の主要課題に対する回答を基に作成Ecosystm

統合重視型：環境サステナビリティは中核事業に組み込ま
れ、従業員はESG目標に沿って権限を与えられていま す。
戦略と組織文化が相互に補完し、測定可能な事業価 値と持
続的な効果を生み出します。

カルチャー主導型：人材の取り組みは強いものの、戦略的な
整合性は弱い状態です。従業員は環境環境サステナビリティ
の取り組みに積極的に参加していますが、取り組みが分断さ
れがちで、拡大が難しい場合があります。

コンプライアンス主導型：目標は規制や市場環境によって明
確に定義されていますが、取り組みが依然として中央集権的
であるため、戦略と実行の間にギャップが生じています。

従来型：環境サステナビリティは、周辺的な活動や周辺的な
活動やコンプライアンス作業として扱われています。対応は
受動的で、従業員の関与は限定的であり、目標は日常業務や
組織文化と切り離されたままです。

13%
カルチャー主導型

22%
統合重視型

%
従来型

7%
コンプライアンス

主導型

58

実
行
力
・
人
材

戦略・認識 高

高

低
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環境環境サステナビリティ最適化のための技術活用

N = 60

82%
の企業が環境サステナビリテ

ィとITとの間で高い整合性を
報告しています。 

のテクノロジーチームが

より広範なサステナビリ

ティ目標を積極的に支援

しています。 

サステナビリティリーダーがIT
ガバナンスに正式な役割を持

ち、戦略や投資判断に影響を与

えています。

80% 30%わずか
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テックレバー#1: モダナイゼーションにサステナビリティを組み込む
技術のモダナイゼーションにおいて、環境環境サステナビリティが後回しとなっている状況

15%

33%

70%

42% 25%

15%

資源効率を高め、環境負荷を低減するデジタルソリュー

ションが、全社のオペレーションにおいて積極的に優先

され、必須項目として扱われる状況

環境サステナビリティ基準が明確に重み付けされ、主要

なテクノロジー選定およびモダナイゼーションの判断に

影響している状況

完全に一致 ある程度一致 全くそうではない

N = 60
Q：次の記述のうち、御社に該当するものはどれですか？
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テックレバー#2：エネルギーと排出量を超えた取り組み
カーボン削減に向けたテクノロジー施策はエネルギーと排出量に重点を置く

63%
60%

57%
53%
53%
53%

45%
45%

42%
42%
40%
38%

35%
33%AI/ML

省エネルギーハードウェアおよびシステム設計

データセンターとデバイスレベルの電力最適化

ITの効率性とレジリエンス向上に向けたAIOpsの活用

サーバー仮想化、統合、クラウド移行

サステナブルなソフトウェアエンジニアリング

IT資産寿命の延長と責任ある電子廃棄物対策

FinOpsとクラウドコスト最適化

リアルタイムのエネルギー監視および最適化ツール

サステナビリティを考慮したITシステム設計

サステナブルなIT調達方針

アプリケーションおよびデータの合理化

データセンターの廃熱回収および再利用

ITオペレーション向け再生可能エネルギーの調達

を活用したワークロードおよびリソースの最適化

N = 60
Q：御社のI T ／テクノロジーチームは、カーボンフットプリント削減のためにどのような取り組みを行っていますか

エネルギーおよび
排出の最適化

運用のレジ
リエンス

資源および素材の
効率化

サステナビリティを考慮
した製品および設計
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テックレバー#3：共有可能で測定可能なアプローチの実現
事業部門の環境サステナビリティの取り組みにおいて十分に活用されていないテクノロジー 

27%

27%

28%

28%

30%

30%

37%

45%

45%

47%

50%

52%

55%

63%

23%

57%

エネルギー効率向上、再生可能エネルギー活用、廃棄物および排出量 削減

規制遵守の確保およびサステナビリティ関連リスクの管理

環境負荷の低減と循環性を考慮した製品およびサービスの設計

気候変動／サステナビリティの観点の資本計画および配分への組み込み

サステナビリティへの進捗状況のステークホルダーへの透明性の高い報告

採用、研修、業績評価プロセスへのサステナビリティの組み込み

サステナビリティへのサプライヤーの関与と、循環型で低環境負荷の調達の優先

リソースの効率化を適用した、資源使用量・廃棄物・排出量の削減

実践に関わる組織 コミットメント達成に向けたテクノロジーの活用

N = 60
Q：御社は持続可能性の実践を支援するために、どの領域でテクノロジーを活用していますか。

人事

法務／リスク管理

生産／オペレーション

サプライチェーン／調達

製品開発/イノベーション

財務計画および分析

コーポレート・アフェアーズ

設備／資産／ワークプレイス管理
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テックレバー#4：インサイト創出に向けたコアデータの
最適化

ほぼ65％ それでもわずか42%

N = 60

の企業が環境指標を一元的に管理しています の企業が、このデータを意思決定の指針とし、

パフォーマンスの最適化に活用している状況で

す。 残りの企業は、主として報告目的でデータ
を利用しています 
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53% 50%
47%

33%

25% 23% 22%

サステナビリティ
データを他のビジ
ネスシステムと統
合した分析

テックレバー#4：インサイト創出に向けたコアデータの最適化
データは依然として環境サステナビリティの主要な障壁

N = 60
Q：御社がA I 主導のサステナビリティイニシアチブを支援するためのデータ管理において直面している主な3 つの課題は何ですか。

複数の社内システム
からの関連データの

収集

信頼性の高いAIの
成果に向けたデー
タ品質の確保およ

び検証

投資家、顧客、ス
テークホルダーの
データ透明性と開示
の期待に対応

外部ソースからの
データアクセスと

統合

 適切なデータを特定
したAIモデルのトレー
ニングおよび改善

 AIによるインサイト
に必要な、不足デー
タまたは不完全な
データの取り扱い
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テックレバー#5：AIによる将来リスクの予測
環境サステナビリティに向けた予測型AI

43%

42%

38%

62%

52%

52%

48%

45%

43%

顧客データを活用したサステナビリティオファリングのパーソナライズ 

廃棄物および排出量削減に向けた設備故障または需要の予測 

サステナビリティ施策の対象となる高影響プロセス/非効率の特定および分析

過去データに基づく高排出サプライヤーの特定 

排出量または資源使用量におけるリアルタイム異常の検出

過去の排出量、エネルギー、水、廃棄物の追跡および報告

欠陥予測および素材回収による循環の支援 

オペレーション、資産、または事業継続性に対する気候リスクの予測 

設計および調達を導くための予測型ライフサイクルアセスメントの実施

N = 60
Q：御社では、リスク低減、機会の活用、またはサステナビリティ成果の向上に向けて予測型A I をどのように活用していますか。

昨年と比べ、将来の影響を見越して資源使用量および排出量を予測する企業は現在32%と減少しており、
（42%から低下）、一方で気候リスクの予測に注力する企業は42%と、こちらも48%から低下しています。
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テックレバー#6：エージェント型AIによる自律的アクションの実現
エージェント型AIの採用は依然として初期段階

15%

25% 28%

18%
14%

エージェント型AI

またはサステナビ

リティとの関連性

について十分な理

解がない 状況

N = 60
Q：御社では、サステナビリティ成果を支援するためにエージェント型A I を現在どのように活用していますか。

現在のサステナビ

リティ計画には含

まれていない状況 

将来的な採用の検討

段階で、開発および

テストには未着手

サステナビリティ

分野を含むエー

ジェント型AIの

ユースケースの積

極的なパイロット

導入または実装

サステナビリティ

に向けたエージェ

ント型AIの導入が

すでに進んでいる

状況
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ROIに関するまとめ：早期の成果が持続的な推進力を生む

53%

40% 40%

18%

28%

効率向上による運用

コストの低減 

新製品・サービス

の投入または新市

場への参入

製品設計および

イノベー ション

の向上

財務的な利益なし

N = 60
Q：御社のサステナビリティアジェンダはどのように財務的利益を生み出していますか。

AI が環境サステナビリティ成果にもたらすと期待される効果

 顧客の獲得および

維持
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企業が財務的利益を得ている領域

ROIに関するまとめ：早期の成果が持続的な推進力を生む

53% 52%
48%

43%
35%

23%

データ分析強化

および透明性向

上による レポー
ティングの改善

サプライチェーン

および製造領域全

体における資源効

率と運用のサステ

ナビリティ向上

社会的または環境

的価値を備えた新

たなサステナブル

製品・ サービス ・

ビジネスモデルの

創出

エネルギー使用

量、 廃棄物、　

排出量の最適化

による環境負荷

の低減

意思決定とリス

ク検出の強化に

よるガバナン

ス、労働慣行、

コミュニティへ

の影響の向上

N = 60
Q 3：今後 年間で、A I が御社のサステナビリティ成果に最も大きく影響を与えるのはどのような点だとお考えですか。

最小限または

マイナスの影響



更なるお問い合わせは、以下までご連絡ください：

Sash Mukherjee
業界インサイト担当バイスプレジデント

sash.mukherjee@ecosystm.io

ありがとうございます 

Ullrich Loeffler
CEO
ullrich@ecosystm.io

mailto:sash.mukherjee@ecosystm360.com
mailto:ullrich@ecosystm.io

